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【要約】 
本稿は、明治期の日本にも教員養成制度との関連で意欲的に翻訳され教科書として
使用された各国の教育史のうち、その最初期のものにあたるアメリカの著作ライナス・
ブロケット著『教育の歴史と進歩』（1860 年）の内容と社会的文脈を検討し、その教育
史叙述の特徴を探るものである。 
当時の教育史は、歴史叙述におけるキリスト教的「普遍史」から「文明史」への移行
を反映しつつ人々の価値づけの一翼を担いながら、教員養成の過程／課程のなかで新
興の「教育科学」に方向性を示す中核としての役割も担っていた。本書はそうした教育
史の最初期のものと位置づけられ、本書によって教員養成制度のなかに「教育史」が重
要なものとして組み込まれる土壌が整えられた。 
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【付記】 
本稿は、以下の機会に発表したものを改稿したものである。原報告題目も以下に同
時に示す。岸本智典「米国〈教育思想史〉の誕生とペスタロッチ——ライナス・ブロ
ケット『教育の歴史と進歩』（1860）に着目して」コロキウム２：〈教育思想史〉の誕
生（２）——ペスタロッチと英米教育思想史（企画者・司会者：相馬伸一・下司晶、
報告者：椋木香子・高宮正貴・岸本智典、指定討論者：眞壁宏幹）、教育思想史学会
第 27 回大会（於: 武庫川女子大学）、2017 年 9 月 9 日。 
また、本稿は JSPS 科研費 JP17H02673, JP16K04794, JP15K04211 の助成を受
けおこなわれた研究の成果の一部である。 
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１．アメリカ合衆国における専門職的教育史の分離的成立への途上で 
かつてアメリカ教育史家のローレンス・A. クレミン（Lawrence Arthur Cremin, 
1925–90）は 1960 年代までのアメリカ合衆国における教育史叙述をふりかえり、ア
メリカ史一般と教育史とを対比的に捉えつつ後者の代表格であるカバリー（Ellwood 
Patterson Cubberley, 1868–1941）の教育史叙述（特に『合衆国の公教育』(1919
年) 1）に対して、微妙なニュアンスを込めながらも肯定的な評価を下しその再考を促
した 2。こうしたクレミンの仕事の背景には、1960 年に世に出た歴史家バーナード・
ベイリン（Bernard Bailyn, born in 1922）の著作『アメリカ的社会の形成期におけ
る教育』 3における、カバリー教育史に対する痛烈な批判があった。クレミンによる
と、カバリーの著作は「一世代の学校教師たちに、普遍的な教育とそれを促進する制
度について、たゆまない明確な態度を教えた。どんな単行本にもまして、それはアメ
リカの教授専門職というものを創造するのを助けた」と評価される一方で、ベイリン
によりその「教育」概念の狭さ——「教育」を「学校教育」と同一視したこと——や
実際に起こったことの理解よりも専門職としての教師たちを鼓舞するために書かれて
いる点——いうなれば歴史学としての未熟さ——を批判されることになった、とされ
る。クレミンはベイリンによる教育史批判を基本的には受け止めながらも、「カバリ
ーは、少なくともアメリカ文明の真髄への１つの糸口が教育にあるという自らの判断
において、多分、正しかったであろう。われわれ自身の時代の誰かが、その関係をよ
り正確に、総合的に、創造性豊かに描くことができるかどうかを見ることが残ってい
る」とし、教育史独自の歴史叙述の仕方の可能性に期待を寄せ、その実現を自らも含
めた後の世代の課題として提示している 4。 
カバリーに代表されるアメリカ教育制度の「進歩の歴史」としてのアメリカ教育史
がもつ「教育」概念の狭さ、歴史学としての未熟さをベイリン以降の歴史家、教育史
家たちが批判し、いわゆる「リヴィジョニスト」の教育史研究へとつながっていくと
するアメリカ教育史叙述の史的整理は一般的なものである 5。しかしながら、ここで
                                                   
1 Ellwood Patterson Cubberley, Public Education in the United States, Boston: Houghton Mifflin 
Co., 1919. 
2 Lawrence Arthur Cremin, The Wonderful World of Ellwood Patterson Cubberley: An Essay on 
The Historiography of American Education, New York: Bureau of Publications, Teachers College, 
Columbia University, 1965. （邦訳：ローレンス・A.クレミン『アメリカ教育史考——E. P. カバリー
教育史の評価』中谷彪・中谷愛訳、晃洋書房、2005 年。）  
3 Bernard Bailyn, Education in the Forming of American Society, Chapel Hill, N. C.: University of 
North Carolina Press, 1960. 
4 Cremin, op. cit., Chap. 5. クレミンがここでアメリカ文明と教育との関係の理解・叙述を教育史独
自の仕事に含めていることは本研究にとっても非常に興味深い。  
5 例えば、中村雅子「第４章 コミュニティ、学校と「アメリカ人」の形成」有賀夏紀・紀平英作・油
井大三郎編『アメリカ史研究入門』山川出版社、2009 年、215-225 頁を参照。「アメリカ教育史は、エ
ルウッド・カバリーの著作に典型的にみられるように〔……〕、アメリカ合衆国の教育制度の発展を綴
る「進歩の歴史」として、教員養成機関を中心に研究と教育がおこなわれてきた。カバリーが描いたの
は、公立学校が提供する教育機会をとおしてさまざまな階層の人びとが社会的上昇をはたし、さまざま
な背景の移民が「アメリカ人」になっていったという、民主的教育制度の拡大・発展の歴史であり、そ
れに抵抗する頑迷な勢力との輝かしい戦いを描いた、自讃的な傾向をまぬがれないものであった。」「こ
の伝統に大きな提起と転換をもたらしたのが、バーナード・ベイリンの植民地期についての研究である
〔……〕。彼は従来の教育史が学校制度史とほぼ同義であった狭さに異議を唱え、教育をより広い文脈
でとらえること、具体的には教会、家族、出版関係などのさまざまな機関を含む教育的な諸力を広く総
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注意しておきたいのは、学問としての教育史研究への方法論的批判とともに、教員養
成機関に所属する専門職的教育研究者たちによる教育史叙述の専有、専門職化という
制度的特徴への指摘があったことだろう。宮澤康人も述べるように、ベイリンからの
教育史研究に対する断罪には、教育史研究が教職者教育と結びついて成立したときに
始まる「教育史研究のアメリカ史一般からの孤立」状況についての指摘も含まれてい
た 6。この点本稿にとって重要である。アメリカ史とアメリカ教育史の分離がどの時
点で始まるのかを確定することは別の課題として重要ではあるが、本稿で扱うライナ
ス・P. ブロケット（Linus Pierpont Brockett, 1820–93）の教育史著作がこうした分
離への過渡期
、、、
に登場したものであったことは指摘しておかねばならない。後にみるよ
うに、ブロケット自身は決して教員養成機関に所属した専門職的な教育史研究者では
ない。しかしながら彼の著作は、教員養成の過程で読まれ、普及し、教育史のひとつ
のモデルとして後の教育史著作へも影響を与えながら受容されていったという性格を
もつ著作でもある。ブロケットの教育史にみられる「教育」理解には、ベイリンに批
判されるカバリーのものとは明らかに異なる豊かさが認められる。その一方で、後の
教育史の定番となる偉人史的叙述も同時に色濃く現れている。こうした二重性をもつ
著作の内容をその社会的な背景とともに理解することは、今日の私たちの教育思想史
認識や教育一般に対する認識の反省に寄与する視点を与えてくれるだろう。 
本稿の課題は、明治期の日本にも教員養成制度との関連で意欲的に翻訳され、教科
書として使用された各国の教育史のうち、その最初期のものにあたるアメリカの著作
がどのような性格をもつものであったかを検討し、その教育史叙述の特徴を探ること
である。上にみた見通しのもと本稿では、西村茂樹によって翻訳され、1875 年に文
部省より発行されたヒロビブリアス著『教育史』の原著作である、ブロケット著『教
育の歴史と進歩』（1860 年） 7を取り上げ、その性格を検討する。 
 
２．ライナス・ブロケットという人物と彼の『教育の歴史と進歩』の内容について 
まず、著者ブロケットについてだが、現代の教育史家ミルトン・ゲイザーによれ
ば、ブロケットはイェール医学校を卒業した後実践を退屈なものとみなすようにな
り、文学的生活に魅惑されハートフォードの出版社へと導かれ、そこでヘンリー・バ
ーナード（Henry Barnard, 1811–1900）と出会い、百科事典的で歴史的な関心をと
もに築くことになったという。実際、バーナードが編んだ雑誌には多くのブロケット
による論考もみられ、二人の親近性も見出せる。ブロケットの著作が世に出た 1860
年という年——まさに南北戦争勃発の前夜——は彼の生活上の転換点でもあり、父親
                                                   
合的にとらえるべきことを主張した。」（216 頁）  
6 宮澤康人「アメリカ教育史像の再構成に向って——60 年代・70 年代アメリカの教育史研究」『東京大
学教育学部紀要』第 14 号、1–17 頁、1975 年、3 頁。  
7 Linus Brockett, History and Progress of Education from the Earliest Time to the Present, 
Intended as a Manual for Teachers and Students, New York: A. S. Barnes and Burr, 1860. 邦訳は
国書刊行会版（ヒロビブリアス『教育史』西村茂樹訳、上下合巻、国書刊行会、1980 年）を参照した
が、本稿で扱われるブロケットの記述についてはすべて筆者が原著より訳したものである。また、後に
しばしば参照するが、ブロケットや彼の著作についての基本的な情報については、以下のミルトン・ゲ
イザーの研究から多くを学んだ。Milton Gaither, American Educational History Revisited: A 
Critique of Progress, New York and London: Teachers College Press, 2003. 
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となってコネチカットからニューヨークのブルックリンに引っ越し、物書きとしての
長く成功する生活を開始させ、以後、生涯でおおよそ 50 冊もの書物——そのほとん
どが南北戦争に関するもので、教育史ではヒロビブリアス（Philobiblius）、南北戦争
について書く際にはキャプテン・パワーズ・ヘーゼルトン（Capt. Powers 
Hazelton）というように、習慣としてしばしば偽名を用いた——を著した 8。 
 『教育の歴史と進歩』の内容に移ろう。序文では、冒頭でこの書が「学生のための
マニュアルを準備する」という目的で書かれたものであることが示される。このこと
は本書の副題に「教師と学生のためのマニュアルとして」とあることと一致する 9。
また、ブロケットの叙述がドイツ語で書かれたカール・シュミット（Karl Schmidt）
の著作やフランス語で書かれたテオドール・フリッツ（Theodore Fritz）の著作、英
語で書かれたヘンリー・ハラム（Henry Hallam）の著作などに依存していること
10、いまだ書かれていない完全なアメリカ合衆国の教育史を書くという作業をヘンリ
ー・バーナードの仕事に負いながらおこなおうとしていること 11が読み取れる。 
また、詳細な目次（●補足資料を参照）を一瞥するだけでも、多くのことがわかる。
教育史の叙述がノアの洪水以前から始まっており、極東から西欧（そしてアメリカ）
へという、進歩の単線の筋で整理されていること、したがって基本的には西洋文明史
として理解できること、ただしその時間的・空間的広がり、特に地理的な広がりはか
なり多方面へと及ぶこと、中世が「暗黒の時代」と捉えられ否定的に描かれているこ
と、女性教育や大衆教育に対しては進歩の先にあるものとして肯定的に描かれている
こと 12、などである。さらに、ゲイザーが指摘していない点としては、古典語、特に
                                                   
8 Gaither, op. cit., p. 70. 
9 ゲイザーも、本書が「明示的にノーマルスクールのために書かれた初めてのテキスト」であることを
確認している（Gaither, op. cit., p. 70.）。  
10 「教育史」（History of Education）という分野は「われわれの言語ではほとんど未踏のもので、シ
ュミット（Schmidt）のものの極めて短く不完全な論説（treatise）」が英語でアクセスできる唯一のも
のとされる。「フランス語やドイツ語で書かれたフリッツ（Fritz）、ド・リアンシ―（De Riancy）、
ド・ヴィルヴィル（De Viriville）、シュヴァルツ（Schwarz）、ニーマイヤー（Niemeyer）の著作は価
値があるが、ド・ヴィルヴィルの著作を除いて、それらはヨーロッパ、特にフランスの教育に限定して
いる」し、それらはすべて「大陸の観点」から見ているものである。また、「ハラムの『文芸の歴史』
（History of Literature）は、他の著作に比べ、18 世紀までの英国の教育条件に光を投げかけてい
る。」（Brockett, op. cit., pp. 5–6.） また、ゲイザーもブロケットがシュミットやフリッツから多くの
素材を持ち込んでいることを指摘しているが、特にフリッツと異なるブロケットの特徴として中世に対
する否定的叙述、ルネサンスへの肯定的評価を読み取っている。（Gaither, op. cit., pp. 70–71.）この
ことは、おそらくは宗教的な背景の違いに由来すると考えられる。また、シュミットについてゲイザー
が参照しているのは下記文献であるが、ブロケットが参照したものがシュミットのどの論考であるのか
は判然としない。Karl Schmidt, Geschichte der Pädagogik: Dargestellt in Weltgeschichtlichen 
Entwicklung und im Organischen Zusammenhang mit dem Kulturleben der Volker, 4 vols., 
Köthen, Germany: P. Schettler, 1876–90. 
11 「合衆国における完全な教育史はいまだ書かれていない」。その準備を長く続けてきたヘンリー・バ
ーナードの「生と健康が〔……〕長らえ、名声をさらに高めるに違いない作品が完成されることを希望
しよう」。「一方で、われわれは『アメリカ教育雑誌』（American Journal of Education）や他の定期刊
行雑誌から、われわれのマニュアルの目的に沿う十分な事実を集めることが可能となってきた」。「そう
したマニュアルの準備は過酷かつ骨の折れる作業で、短いものにするより長いものにするほうがはるか
に簡単だったろう」。「目的のことをよく考え、簡約なものを検討した」。「誉れ高いヘンリー・バーナー
ド氏に多くを負っていること」を認めざるを得ず、「この専門分野において合衆国で最も広大詳細な価
値ある図書館へのフリーアクセスについては、とりわけ恩恵にあずかった」、このようにブロケットは
述べている。（Brockett, op. cit., pp. 6–8.）  
12 偉人への焦点化とともに、女性史への関心がブロケットにあったことは、教育史を含む彼の著作全
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ギリシア語の価値やその教育を重視する姿勢が見受けられ、古典主義者としてのブロ
ケットの姿が浮かび上がってくることがある。科学（science）の価値をそれによる人
間の支配（the dominion of man）の拡大と結びつけながら称揚する姿勢も同時にみ
られるものの 13、ローマ人に比してギリシア人の知性、美的文化（esthetic 
culture）を高く見積もっている点 14、14 世紀末にクリュソロラス兄弟をはじめとし
たギリシア語教師たちが南ヨーロッパに移りギリシアの古典やプラトンの哲学を教授
したことにより古典ギリシア語研究が盛んとなったことの指摘、また、フランケ
（August Hermann Francke, 1663–1727）の孤児学校、貧民教育の欠点として古典
の訓練の欠如——ラテン語は慎重に教えられたがギリシア語では『新約聖書』が唯一
のテキストだったとも述べられている——が指摘されていること 15などは彼の叙述の
古典主義的特徴として認められる 16。 
３．ブロケット『教育の歴史と進歩』の社会的文脈とその歴史的意義 
 次に、このような叙述上の特徴をもつブロケットの著作がどのような社会的文脈に
あったのかを確認していきたい。ゲイザーは『アメリカ教育史再訪——進歩の批判』
の第 3 章「専門科学〔専門職的学問〕としての教育史」のなかで、南北戦争に前後し
て教育史の叙述がいかに変化し、世紀転換期の教育史がいかに社会に受け入れられて
いったかを論じている。重要な指摘は二点、①アメリカ合衆国という国家を支える価
値観であるキリスト教的価値が失われていくにつれて「文明化」（civilization）とい
う進歩の筋書きを叙述家たちが——おそらくは啓蒙思想家を再発見しては取り込みつ
つ——示し、読者層もそれを受け入れていったこと、および、②成立しつつあった専
門職的学問としての教育史が諸教育科学の一分野であるにとどまらず、それらを価値
づけ、秩序化し、統合する位置にもあったということである。 
 ゲイザーによれば、南北戦争以前に書かれた最初期の教育史である H. I. スミスの
                                                   
体にも一貫してみられる特徴としてゲイザーも指摘している（Gaither, op. cit., p. 70.）。  
13 「文明化された世界の全体にわたる現在の教育条件は希望に満ちたものである。世界史のそれ以前
のどんな時代に比べても、知性は一般に広く行き渡っている。科学のあらゆる部門は過去 60 年間のう
ちに新しい衝動を迎え入れた。知識の主題は不断に拡大しているし、物理科学における諸発見は人間の
支配（the dominion of man）に向けた新たな世界を切り開いてきた。」（Brockett, op. cit., p. 253.） 
なお、田野村忠温の「科学」の語史研究では、西村訳のヒロビブリアス『教育史』が science を「学
術」と訳している例として紹介されている。（田野村忠温「「科学」の語史——漸次的・段階的変貌と普
及の様相」『大阪大学大学院文学研究科紀要』第 56 号、123–181 頁、2016 年 3 月。）  
14 「〔……〕ローマ人たちはギリシア人たちよりも頑固で粗暴であり、美的文化を受け入れることがで
きなかった。」（Brockett, op. cit., p. 91.）  
15 Brockett, op. cit., p. 220. 
16 例えば教育史叙述の特徴を自然主義と人文主義あるいは古典主義という概念で整理しようと試みる
とき、こうしたブロケットの叙述の特徴は記されてしかるべきだろう。19 世紀から 20 世紀初頭にかけ
てのアメリカ合衆国において「古典的なもの」の価値づけがいかに変化したかについては例えば下記文
献を参照。Caroline Winterer, The Culture of Classicism: Ancient Greece and Rome in American 
Intellectual Life, 1780–1910, Baltimore and London: The Johns Hopkins University Press, 2002. 
加えて、ペスタロッチや彼の同時代人について扱っている章の終わりの部分で、先に示した科学の進歩
の称揚とともに、文献学の進展や出版、新聞といったメディアの登場、拡大の意義をブロケットが強調
していることはこの論点からしても興味深い。「文献学やその同族の学問はかなりの程度拡大し、研究
のトピックや手法は増大し、拡張してきた。出版はもはや国家の第三、第四の力ではなく、第一の
．．．
力
（the first power）となった。今世紀に至るまではほとんど読者をもたずそれゆえ比較的小さな影響力
しかもたなかった新聞は、いまやあらゆる家庭に届き、他の機関の諸力と比べてもはるかに大きな程度
に人々の見解や意見に影響を与えている。」（Brockett, op. cit., pp. 253–254.）  
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『教育』（Education） 17がドイツ的な時代区分を英語圏の時代区分として持ち込み—
—ただし、ノアの洪水以前から始める点はドイツのものとは異なる——、こうした時
代順の整理の仕方が定式化され、ブロケットにも引き継がれた。ただし、ドイツ語で
書かれた文献に大きく依拠している点、そこから出来事や人物のカノンを持ち込んで
いる点、そして進歩の単線の筋で整理している点についてはスミスとブロケットの著
作で共通しているものの、南北戦争以前に書かれたスミスの著作では人間の進歩とキ
リスト教の進歩とが同一視されていたり聖書的な章句が散りばめられていたりという
特徴があったのに対して、ブロケットの著作やキリスト教的価値観が終わりを迎えた
時代に生きる南北戦争後世代の教育史叙述では「文明化の観念」（the idea of 
civilization）がキリスト教に替わる中核的な代替概念となった点を指摘している。そ
うした事態の背景として、「アメリカのプロテスタントにとっての２つの危機」——
大学卒業後レベルの教育を求めてドイツに留学する学生が増えるにつれドイツの歴史
学的聖書批評が流入したこと、およびダーウィニズム——が挙げられているが、この
ことは思想史的事実として重要だろう 18。 
 また、学問の専門分化と関わって、世紀転換期のアメリカ合衆国において「教育科
学」（science of education）が展開、喧伝されるなかにあって、そのなかで教育史が
果たした役割も重要である。教育史は、世界の出来事の一貫した物語を供給し、実験
に従わずとも社会現象に説明を与える方法としても理解され、受容されていた側面が
ある。1880 年代までによく売れ、普及したテキストシリーズとして、ウィリアム・
T. ハリスの International Education Series、ニコラス・M. バトラーの The Great 
Educators、M. G. ブランボーの Lippincott Educational Series、カバリーの
Riverside Textbook Series などがあったが、こうしたシリーズのなかの教育史のテキ
ストは、「教授学の科学的原理を歴史的議論によって補強するという点で有益な／情
報豊かな（informative）なものだった」。子どもの精神発達と文化の発展との並行
説として説明され得るツィラー（Tuiskon Ziller, 1817–82）の文化史段階説がまさに
そうであるように、「進化的心理学と進化的歴史はそれゆえ、相互構成的（mutually 
constitutive）なものだった——それらの諸成果はお互いに補強しあう関係にあっ
た」のであり、教育学のような社会的な学問分野は「進化的用語によって作り直さ
れ」、「教育史によって合理化され整理され」たが、こうしたことでこそ、1890 年代
から 1920 年代までの専門的教員養成における歴史のコースの支配が説明されるとい
う。「文明の進歩」の原理に基づく教育史が示すように、「発展し得る（viable）教育
科学の伝統の形成において、哲学的なもの、経験的なもの、有機体論的なものは、相
互にとってかわる見方ではなくパートナーだった」とゲイザーはまとめている 19。独
立後百周年を迎えつつあり高まるナショナリズム的状況のなか、まさに文明史的な叙
述でもって書かれたブロケットの著作は、幅広い「教育」理解や社会的状況への視点
を保つものでありながら、専門職的学問としての教育史が獲得しつつあった学問論的
役割、社会的役割の形成過程における出発点にも位置づけられるものである。 
                                                   
17 H. I. Smith, Education, New York: Harper and Brothers, 1842. 
18 Gaither, op. cit., pp. 62–65. 
19 Gaither, op. cit., pp. 65–70. 
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以上、本稿ではライナス・ブロケット『教育の歴史と進歩』に焦点を当て、19 世
紀後半のアメリカ合衆国における教育史のひとつのあり様をみてきた。ダーウィニズ
ムや新たな聖書研究の導入・深化によりプロテスタンティズム的価値が希薄化し揺ら
ぎつつあった 19 世紀後半のアメリカにおいて、「教育史」はキリスト教的「普遍史」
から「文明史」的叙述へと移行することで人々の価値づけの一翼を担っていた 20。ア
メリカ合衆国のナショナルアイデンティティの肯定的な再定位への熱望、努力のなか
にあって、アメリカへといたる教育史を描くことは、国家的プロジェクトの一環とし
て機能したと同時に、アメリカ人がアメリカ合衆国という国をヨーロッパとの関係の
なかで批判的に眺め、自己を理解し、相対化する視点を提供するものであった 21。ま
た、教員養成の過程／課程のなかにあっては、「教育史」抜きでは新しく登場しつつ
あった「教育科学」に方向性を示す中核を与えることができないとも考えられてい
た。ブロケットによる『教育の歴史と進歩』はそうした教育史の萌芽的ものとして存
在し、後にその内容や形式は引き継がれていったものであり、専門職的な性格はいま
だ持ち合わせていないものではあったにせよ、まさにアメリカ的教育史の誕生ととも
にあった著作だといえる。こうしたブロケットの教育史が上にみた性格を備えつつ存
在したからこそ、その文明史的な内容や形式が参照され引き継がれて、のちにアメリ
カ的な教員養成制度のなかに「教育史」が重要な役割を持つものとして組み込まれる
ことが可能となったのである。 
 
●補足資料——『教育の歴史と進歩』の内容目次 
＊下線は主として本論で言及した箇所を示す。 
 
第１章 定義——ノアの洪水以前の知的および身
体的訓練——洪水以後の時代——文明化に恩恵を
与える環境と知的発展——インドの教育——カー
スト——低位カーストと女性には与えられない教
育 
 
第２章 エジプトおよびエチオピアの教育——カ
                                                   
20 歴史叙述がキリスト教的「普遍史」から「文明史」的な段階を経ることはアメリカ教育史に限った
ことではない。世界史の叙述様式の諸相については、秋田茂・永原陽子・羽田正・南塚信吾・三宅明
正・桃木至朗編著『「世界史」の世界史（MINERVA 世界史叢書  総論）』（ミネルヴァ書房、2016 年）
所収の各論考に多くを学んだ。特に、キリスト教的「普遍史」については岡崎勝世「第６章 キリスト
教的世界像」（132–153 頁）を、近代日本の黎明期に小学校、中等学校、師範学校などの教科書として
使われ人々の世界史認識を形成した「万国史」については南塚信吾「第 14 章 近代日本の「万国
史」」（293–320 頁）を参照。後者にはブロケットの訳者である西村茂樹の仕事についての情報も含ま
れている。  
21 Gaither, op. cit., pp. 65–67. Cremin, op. cit., Chap. 2, Chap. 3. ただし、19 世紀後半に書かれ
たブロケットの教育史と 20 世紀初頭に書かれた教育史著作群とではその関心も社会的機能も異なった
ものであったことには注意が必要である。例えば 20 世紀の初頭に書かれ邦訳もされたポール・モンロ
ーの著作（Paul Monroe, A Brief Course in the History of Education, New York, London: The 
Macmillan company, 1907.＝邦訳：『世界教育史要』大日本文明協会、1910 年）とブロケットの著作
との比較は今後の重要な課題としたい。  
ースト——一般大衆に開かれた（exoteric）教授と
秘儀的な（esoteric）教授——高位カーストの教養
ある女性——高位カーストに限定された教育——
剥奪され虐げられた大衆——後に最高の学識の座
にあったエジプト——中国人のあいだでの教育—
—学校——教授体系——高い公的地位のために必
要な資格としての教育——文芸上の名声と程度—
—これらの教育の多くは記憶を発展させることを
意図されただけのものだった——中国を理解する
上での鍵である試験 
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第３章 日本人——彼らの科学的発見——娼婦
（prostitutes）の教育——古代バビロニア人およ
びアッシリア人——最近の発見により得られた彼
らの教育的条件の証拠——古代ペルシア人——パ
ールシー教徒〔7-8世紀にイスラム教徒の迫害を受
けインドに逃れたペルシア人のゾロアスター教
徒〕、あるいは火神崇拝者たち——マギ——彼らの
地位——キュロス大王時代教育に対するクセノフ
ォンの説明——４つの階級——ある程度の財産を
持っている者に限定されていた教育——女性の
〔権利〕剥奪——ザラスシュトラあるいはゾロア
スターによるほとんど洗練されていなかった教育 
 
第４章 ヘブライ人——彼らの文芸の美——そこ
からわかる、自然科学に広く触れていたことの証
拠——高位階級のあいだでの教授——ソロモンや
彼の朋友の学識——一族にほぼ限定されていた教
育——適切にそう呼ばれるような学校は、キリス
ト教の時代が近づくまでは彼らのあいだには存在
しなかった 
 
第５章 ギリシア人——他国に与えた彼らの教育
体系の影響——ホメロスの時代——ユリシーズ
〔オデュッセウス〕、アキレス〔アキレウス〕、パ
トロクロス——立法者の時代——リュクルゴス
〔紀元前９世紀頃にスパルタの国制を作った伝説
上の立法者〕——短い伝記的粗描——スパルタの
体系——一般に想定されているよりも応用に制限
がある——ソロン——彼の体系の特異性——高位
階級に制限されていた教授、高級娼婦
（courtesans）を除き奴隷や女性は禁じられてい
た——ピュタゴラス——彼の幅広い旅行——彼の
教授にみられる哲学的特徴——彼の開かれていた
コースと秘儀的なコース——彼の体系の概観——
彼の後に続くものたちがおこなった例証 
 
第６章 ギリシア人の続き——ソクラテス——傑
出した教師——彼の方法——プラトンの教授にお
いて十分に展開された実践的な帰結——『国家』、
『ソフィストたち』やその他の著作で展開された
プラトンの教育理論——アリストテレス、ギリシ
ア人教師のなかで最も賢い者——彼の『博物誌
（Natural History）』——彼の『政治学』——ア
リストテレスの後継者たち——アテナイやアレク
サンドレイアの諸学派/学校——ギリシアの教育の
レビュー 
 
第７章 ローマ人——とりわけ道徳的および身体
的な面での早期教育——ギリシア的教授の導入—
—皇帝のもとでの教育——ギリシア人に比べて知
性の点で低位であるローマ人の傾向——一般的で
はなかった女性教育——クィンティリアヌス——
ウァロ——アントニヌス・ピウスの孤児学校——
ドルイドたち——ほとんど知られていない彼らの
教育体系 
 
第８章 アラビア人とサラセン人たちのあいだの
教育——ムハンマドに先立つ時代——ムハンマド
の影響——ウマイヤ朝とアッバース朝——アリス
トテレスの翻訳——スペイン、サラセン人の学識
の主要な座——その程度——教育に対するメキシ
コ人の用意（Mexican provision）——カルメカク
〔貴族の有能な子弟を教育〕——絵画記録法——
彼らの暦——音楽評議会（The Council of Music）
とその義務——メキシコ人の詩——ペルー人——
メキシコ人と比べて広く行き渡っていなかった彼
らの知的文化——キープ（Quipu）〔古代ペルー人
が事件や数値の記録のために用いた結縄（けつじ
ょう）文字；結びの目の数や位置、ひもの色彩が
それぞれの意味を持つ〕——ハラヴェクス
（haravecs）のバラッド——ペルー人のあいだで
の農業 
 
第９章 キリスト教時代以来の教育——キリスト
および彼の使徒たちによる教えの特徴と影響——
家族関係や女性の社会的・知的位置を修正する上
でのキリスト教の影響——リバニオスの証言——
主としてドメスティックであった初期キリスト教
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の教育——アレクサンドレイアの学校——パンテ
ヌス（Pantaenus）——オリゲネス——カイサリ
ア（Cesarea）の学校——アンティオキア、エデッ
サ、ローマ、カルタゴほか——単に宗教的な性格
のみをもっていた求道者たちのための学校 
 
第 10章 コンスタンティヌス帝と彼に続く者たち
の時代——野蛮状態（barbarism）に身を任せる西
欧の皇帝——ラテン語の腐敗——カペラ——彼に
よる『サテュリコン』の分析——カッシオドルス
——彼の教科書のなかの価値ある教え——セビリ
アのイシドルス司教——彼の『語源論』
（Origines）の内容——これは暗黒の時代におけ
る最も学識ある書とみなされた——司教座聖堂附
属学校と修道院附属学校——それらにおける教授
の乏しさ——羊皮紙やパピルス紙の欠乏——パリ
ンプセスト〔一度書いたものを消し再度書けるよ
うにした羊皮紙〕 
 
第 11章 英国の諸島での教育——シャルルマーニ
ュ〔カール大帝〕、この時期における最も有能な教
育の友〔推進者〕——彼によるアルクイヌスの招
聘——彼の規則集——教育を促進する上でのアル
クイヌスの奉仕——ポール助祭、ピサのピータ
ー、ヒベルニア〔アイルランド〕のクレメント、
ラバヌス・マウルスらもまた価値ある奉仕をおこ
なった——アルフレッド大王、英国の教育改革者
——この時期のサラセン人の学識——当時の傑出
したユダヤ人学者たち 
 
第 12章 11世紀および 12世紀のイタリアの諸大
学——確立された法学部と医学部——ベネディク
ト会やその他の修道会の秩序における諸学校——
大学確立の大義——スコラ哲学とその創設者たち
——その影響——東方の帝国における教育条件—
—コムネノス朝の発展に向けた努力——東方の帝
国の没落——ロシアに対する反射的な影響 
 
第 13章 西ヨーロッパにおけるスコラ学と神秘主
義——13世紀および 14世紀の大学におけるコー
スオブスタディ——カレッジ——ドイツにおける
ギムナジウムや三学学校の確立——大酒飲みと基
礎知識シューターたち（Bacchantes and A. B. C. 
shooters）〔ABC Schützen；シューターの一人だ
ったらしいトーマス・プラッター（Thomas 
Platter）の自伝からシュミットが『教育学史』で
取り上げている模様〕——後者の苦難——麻や綿
の紙の導入——この時期の教科書——学校での鍛
練の厳格さ——神秘主義者たちのなかでの傑出し
た教育推進者——この時期には大部分が無視され
ていた女性教育 
 
第 14章 騎士道精神とその教育への影響——歌の
なかに現れる英雄たちのおこないの賞賛——吟遊
詩人たち、トルベール〔11～14世紀頃北フランス
で活躍した吟遊詩人の一派〕、ミンネゼンガー〔12
～14世紀にドイツで叙情詩、特に騎士道的恋愛詩
を歌って遍歴した宮廷吟遊詩人・叙情詩人〕——
『シャンソン』と『シルベンテス』——14世紀イ
タリアにおける文芸復興——ヨーロッパの諸言語
への形式的影響——クリュソロラス〔近代西ヨー
ロッパ最初のギリシア語文法書 Erotemata (1484)
で有名〕およびその他の傑出したギリシア語教師
たちの南ヨーロッパへの移住——古典ギリシア語
研究の普及——フェルトレのヴィットリーノ、当
代の最も傑出した教師の一人——メディチ家や他
のイタリア君主たちによる文学の保護援助——イ
タリアにおける傑出した学者や教師たち——ゲラ
ート・フローテ（Gerard Groot）と共同生活兄弟
会——イングランドにおけるイートンやウィンチ
ェスターの諸学校の確立 
 
第 15章 14世紀終末におけるヨーロッパの道徳
的条件と 15世紀の開始——印刷技術の発明——ア
メリカの発見——教育を促進する上でのこうした
出来事の影響力——15世紀ドイツにおける傑出し
た学者や教師たち——16世紀における宗教改革の
夜明け——教育者としてのエラスムス、ルター、
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メランヒトン、ツヴィングリ、カルヴァン——教
育の一般的普及にとってのルターによる極めて多
くの仕事 
 
第 16章 ヨハネス・シュトゥルム、16世紀ドイ
ツにおける最も傑出した教師——トロッツェンド
ルフおよびその他の傑出したシュトゥルムの同時
代人たち——イングランドにおける教育の進歩—
—イエズス会による学校や教育体系の組織化——
この体系の主要な特徴——M・ヴィラーによるそ
の性格描写——イエズス会により使用された教科
書——それらが実際に成し遂げたよい結果——最
良のプロテスタント諸学校の凋落 
 
第 17章 ベーコン卿の『ノヴム・オルガヌム』—
—古典主義者たちの時代——ラブレー、モンテー
ニュ——ペトルス・ラムスとアリストテレス主義
的哲学——高等数学および物理科学における進歩
——地理学的な学問の向上——スティーブンの
『シソーラス』——コンスタンティン、カルピー
ノ、スカプラらの辞書——ヴォルフガンク・ラト
ケ——彼の新たな計画、そしてそれらの欠陥——
教育のためにおこなった仕事において高い栄誉を
受けるに値する、ジョン〔ママ〕・アモス・コメニ
ウス——彼の『開かれた言語の扉』——彼の『世
界図絵』、最初の絵入り学校教本——彼のその他の
教育的著作 
 
第 18章 ヤンセン主義者たち、教育の大義のもと
おこなわれた彼らの仕事——17世紀の傑出した古
典主義の学者たち——その世紀のヨーロッパにお
ける文芸の進歩——敬虔主義者たちの学派——フ
ェヌロン——彼の『テレマックの冒険』——シュ
ペーナー—―ハレ大学——フランケ——彼の博愛的
情熱——孤児学校およびそれと連結する諸制度—
—古典の訓練の欠如、これらの諸学校の欠点〔本
文には、ラテン語は慎重に教えられたがギリシア
語では『新約聖書』が唯一のテキストだった、と
ある〕——次いで展開したパリサイ主義への傾倒 
 
第 19章 17世紀のニューイングランド植民地に
おける教育の進歩——マサチューセッツおよびコ
ネチカットにおける学校やカレッジの設立に向け
た法的規程——同じ目的に向けたニューヨークで
の法制——その他の植民地——ヨーロッパにおい
て共通学校（common schools）の体系を確立した
最初の国としてのスコットランド——ラサールと
キリスト教学校兄弟会〔本文に 1679年創立とある
のでいわゆる修士会以前のものか〕——1856年時
点でのこれらの学校の統計〔本文では 871校、
300,000人が通っていたとされている〕 
 
第 20章 ヒューマニストたちと彼らの教授体系—
—傑出したヒューマニストの教師たち——J. J. ル
ソー—―彼の『エミール』が教育に対して持った影
響力——ジョン・ロック——ジョン〔ママ〕・B. 
バゼドウ——彼の初期の経歴——『初等教科書』
（Elementar-Werk）——汎愛学院——彼の個人的
教授の小さな成功——彼の努力によって教育に与
えられた衝動——バゼドウの後に続いたヴォルケ
やその他の者——ツィンツェンドルフ伯爵——聾
唖者や盲人、少年非行その他の教育のための人道
主義的施設——商業などのための特別な学校——
教育について書いた傑出したドイツ人たち 
 
第 21章 ペスタロッチ——彼の著作のなかで展開
された教育観の要約——彼の立場のいくつかへの
反論——彼自身の教師としての不完全な成功——
現代におけるペスタロッチ主義のシステムの普及
——ペスタロッチと同時代の他の教育改革者——
フェレンベルク（Fellenberg）、ジャコトー
（Jacotot）、フェルビガー（Felbiger）、ジラール
師（Father Girard）、ランカスター—―彼らのいく
つかの方法へのレビュー—―オーストリアでフェル
ビガーによって導入された、Saganの方法の採用
——一時のイングランドおよびアメリカでの普及
——その欠陥——教育を促進する上での、オバー
リン、ツェラー（Zeller）兄弟、ヴェーリ
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（Vehrli）、ヴィッヒェルン（Wichern）らの仕事
——活気づく未来への展望 
 
第 22章 世界の主要国における現在の教育条件の
レビュー—―イングランド——スコットランド、ア
イルランド、フランス、スペイン、ポルトガル—
—教会領の諸国、サルディニア、トスカナ、ナポ
リ、トルコ、ギリシャ、ロシア、ラップランド、
フィンマルク——ノルウェー、スウェーデン、デ
ンマーク 
 
第 23章 ゲルマン諸国——プロイセン、ザクセ
ン、ヴュルテンベルク——オーストリア、ボヘミ
ア、クロアチア、イタリアにおけるオーストリア
大公領——バイエルン、メクレンベルク、より小
さな諸国——傑出した存命の最近のドイツ人教育
著述家——アフリカ——エジプトとオスマントル
コの属国——アルジェリア、シエラレオネ、リベ
リア、ケープ植民地——アフリカ大陸の他の部分
——アジア——ペルシア、独立の中国系タター
ル、アフガニスタン、バルーチスタン
（beloochistan）、シベリア、中国、日本——チベ
ット、シャム〔タイ〕、トンキン〔ベトナム北
部〕、ビルマ、マラッカ、カレン〔ビルマ東部およ
び南部〕およびシャイアンス（Shyens）、イン
ド、オーストラリア、ニュージーランド、太平洋
諸島 
 
第 24章 北アメリカと南アメリカ——東部カナダ
と西部カナダ——合衆国——北部諸州と南部諸州
——ヒスパニック系アメリカの諸州：メキシコ、
中央アメリカなど——西インド諸島：キューバ、
ポルトリコ、ジャマイカ、トリニダード、ハイチ
など——南アメリカ——ニューグラナダ（New 
Grenada〔ママ〕）、ヴェネズエラ、エクアドル—
—仏領ギアナ、蘭領ギアナ、英領ギアナ——ブラ
ジル、アルゼンチン連合、ブエノスアイレス、ウ
ルグアイ、パラグアイ——チリ、ボリヴィア、ペ
ルー 

  
